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リガンド)、Flagellin (TLR5リガンド)、Zymosan (TLR2リガンド)、CpG (TLR9リガンド)、Poly(I:C)
（TLR3リガンド）あるいはImiquimod (TLR7リガンド)を添加し、12時間後の培養上清中のサイトカイ






















含んだ培地にLPS (TLR4リガンド)、Pam3CSK4 (TLR1/2リガンド)、Flagellin (TLR5リガンド)、Zymosan 
(TLR2リガンド)、CpG (TLR9リガンド)、Poly(I:C)（TLR3リガンド）あるいはImiquimod (TLR7リガン
ド)を添加し、12時間後の培養上清中のサイトカイン（IL-8，IL-6，TNF-α, IL-1β, IL-10）濃度を測定
して評価している。 
 
 その結果、LPS，Pam3CSK4，flagellin，Poly(I:C)で刺激した場合、単球は成人よりも臍帯血群で低
い炎症性サイトカイン産生を示したが、DCでは両群に差はなく、MoDCは臍帯血群が成人よりも高
い炎症性サイトカイン産生を示した。CpGとimiquimodで刺激した場合、DCは成人と臍帯血群で炎症
性サイトカイン産生に差はなく、単球とMoDCは成人と臍帯血の両群で有意な炎症性サイトカイン産
生を認めなかった。一方、Zymosanで刺激した場合、単球・DC・MoDCにおける炎症性サイトカイン
産生は成人と臍帯血の両群において差を認めなかった。 
 
 この研究の成績は、出芽酵母の細胞壁成分であるZymosanは、成人と同等の自然免疫応答を臍帯血
の免疫担当細胞にも惹起できることを明らかにしたものであり、新生児感染症に対するワクチンのア
ジュバントとして有用である可能性を示したことから、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値
するものと判定した。 
 
 
